
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（敦賀市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：敦賀市 

 

 

 ３ 調査圏域：敦賀市都市計画区域内 

 

 

 ４ 調査期間：平成２９年度～平成３０年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市では、今後人口減少や少子高齢化により、現在の都市構造等が大きく変化 

していくことが予想される中、将来的に持続可能な都市構造を目指し、平成２８ 

年度より立地適正化計画の策定に着手した（平成３０年度策定予定）。その中に 

おいて、道路交通網の検討は今後の本市におけるまちづくりの重要な要素である 

ことから、長期事業に着手していない都市計画道路について、居住誘導区域及び 

都市機能誘導区域と整合を図りながら、平成２９年度から２ヵ年をかけ、福井県 

都市計画道路見直しガイドラインに基づき、道路網の見直しを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：（敦賀市）総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

  １章 都市計画道路見直しの概要 

     １．都市計画道路見直しの目的 

     ２．都市計画道路見直しの範囲 

     ３．都市計画道路見直しのフロー 

 

  ２章 都市計画道路見直しの背景 

     １．都市計画道路の整備状況 

     ２．未整備都市計画道路の経過年数 

     ３．人口・世帯数の動向 

     ４．自動車交通量の変化 

     ５．公共事業投資の効率化・重点化 

     ６．地球環境問題への対応 

     ７．まちづくりの方向性の変化 

 

  ３章 未着手路線区間の抽出 

     １．未着手路線の考え方 

     ２．抽出手順 

     ３．抽出路線区間 

 

  ４章 交通量調査 

       山泉地内 交通量調査結果 

       金山地内 交通量調査結果 

 

  ５章 未着手路線区間の評価検討 

       鳩原鞠山線 

       白銀岡山線 

       西敦賀駅前線 

       白銀粟野線 

       余座港駅線 

       古田刈山泉線 

       野神中央線 



       敦賀都市計画道路見直し評価結果図 

 

  ６章 道路網の検証 

 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

委員会は現在設置していない。 

 

 

 

 

 

 
・都市計画課 
・嶺南振興局 
  敦賀土木事務所 道路課 

 
都市政策課（事務局） 

 
 
 

【関係課】 
・道路河川課 
・新幹線整備課 
・新幹線まちづくり課 
・ふるさと創生課 

敦賀市 

調整 
福井県 

調整



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

敦賀市内に存在する長期未着手都市計画道路について、国や福井県の動向を踏ま

え、福井県の都市計画道路見直しガイドラインに基づき、現在の情勢に照らし合わせ、

計画の必要性や事業実現性を評価し、計画の存続、変更、廃止等の見直しの方向性を

検討し、その結果を踏まえて、敦賀市における都市計画道路網の再編計画（案）をと

りまとめることを目的とする。 

 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路網の検証 

調査準備 

見直し背景の整理 

未着手都市計画道路の抽出 

未着手都市計画道路の検証 

未着手都市計画道路の位置づけと現状整理 

報告書とりまとめ 

個別路線の状況からの検証 

廃止･変更路線の検討 

交通量調査 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

第２章 都市計画道路見直しの背景 

１．都市計画道路の整備状況 

敦賀市の都市計画道路は平成 30 年 3 月 1 日現在、32 路線、68,170ｍが計画決定されてい

る。このうち改良済は 52,960ｍ（77.7％）で、事業中が 800ｍ（1.2％）、概成済が 3,240ｍ
（4.7％）、未整備が 11,170ｍ（16.4％）となっており、整備率は 77.7％と福井県全体の 74.6％
をやや上回っている。 

しかしながら、概成済区間を含めると約 15km 近くの整備延長が残っており、その必要性

をあらためて検証した上で、計画の見直しが必要となっている。 
 

都市計画道路整備状況 

（単位／上段：ｍ、下段：％） 

区 分 改良済 事業中 概成済 未整備 合 計 整備率 

敦賀市 
52,960 800 3,240 11,170 68,170 

77.7％
77.7 1.2 4.7 16.4 100.0 

福井県 
630,580 - - 215,090 845,670 

74.6％
74.6 - - 25.4 100.0 

資料：敦賀市都市政策課（平成 30 年 3 月 1 日現在）、福井県の都市計画（福井県都市計画課、平成 27 年 3 月 31 日現在）      
※ 改良済：都市計画決定どおりに整備された道路 
※ 概成済：計画道路と同程度の機能を果たしうる道路（概ね計画幅員の 2/3 以上又は 4 車線以上の幅員があ

る道路） 
 

都市計画道路整備状況別延長割合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料：敦賀市都市政策課（平成 30 年 3 月 1 日現在）、福井県の都市計画（福井県都市計画課、平成 27 年 3 月 31 日現在） 
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第３章 未着手路線区間の抽出 

１．未着手路線の考え方 

「未着手路線」とは、事業に着手されていない未着手の区間及び計画を達成するためにさら

に整備が必要な概成済の区間とする。 

 
２．抽出手順 

敦賀市における都市計画道路の整備状況を基に、概成済及び未着手延長のある路線を抽出し、

都市計画道路見直しの対象となる未着手路線区間を把握する。 

なお、都市計画道路はネットワーク（網）を形成していることから、未着手区間あるいは概

成済区間が他の都市計画道路と交差する場合は、必要に応じて交差点で区間割を行う。 

 
３．抽出路線区間 

上記に示す手順の結果、下図に示すとおり７路線 12 区間を未着手路線（区間）として抽出

した。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 未着手路線区間の評価検討 

未着手路線区間について、福井県都市計画道路見直しガイドラインに基づいて路線別評価カ

ルテを作成し、評価を行った結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６章 道路網の検証 

本章では、福井県都市計画道路見直しガイドラインに基づく前章での未着手路線区間の評価検討の結果から、廃止候補と評価された西敦賀駅前線の全路線（区間番号３）及び白銀粟野線の一部区間（区間番号４-Ｄ及

び４-Ｅ）について、将来、交通需要の側面から道路網として問題が生じないかどうかの検証を行う。 
なお、敦賀市では、平成 27 年度に「敦賀駅東地区基本設計業務委託」において、敦賀市全域を対象とする将来（平成 42 年）の交通量配分予測を行っており、その結果は下図に示すとおりである。 
これによると、西敦賀駅周辺の西敦賀駅前線については推計対象ネットワークに含まれておらず、推計結果から西敦賀駅前線の将来交通需要は不明である。また、粟野駅周辺の白銀粟野線については、推計対象ネッ

トワークには含まれているものの、将来交通量は０と推計されており、通行需要は少ないと判断される。 
このため、西敦賀駅周辺の西敦賀駅前線及び粟野駅周辺の白銀粟野線の将来交通需要は、現在の交通需要を現道の実測調査により把握した上、沿道周辺地域の人口推移に基づく将来需要の伸び率を乗じることで算出

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来（平成 42 年）交通量配分結果（推計） 

粟野駅周

辺 

西敦賀駅

周辺 

出典：敦賀駅東地区基本設計業務委託 報告書（将来交通量推計）（平

成 28 年 3 月）p36 


